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               審   査   の   要   旨 
 
マラウイ湖は、水利用と生物多様性保全の観点から見て、重要な水資源であるにもかかわらず、
周辺諸国の経済的・制度的な制限によって十分なモニタリング経費の確保が困難であり、船によ
る定期的な水質調査が殆ど行われていないのが現状である。また、マラウイ湖のような大きな湖
において、湖全体の水質の特徴を限られた数地点での現地調査データから表すことも困難である。
一方、リモートセンシング技術およびそれを基にした水質パラメータ推定アルゴリズムの進歩に
伴い、衛星画像による湖沼水質のモニタリングと評価が期待されている。本論文は、この期待に
応えるための研究である。特に、この研究は、初めてマラウイ湖全体の透明度状態と栄養状態、
ならびにそれらの時空間的な変動を総合的に評価したものである。この研究によって得られた結
果は、湖沼管理のための有用な情報を政策立案者や環境管理者に提供することが期待されている。 
平成３１年３月１１日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
